
子どもたちの学習で、学習課題解決のためタブレットで調べたりグループで話し合ったりと、

試行錯誤しながら新たな発見を生み出そうとする姿が随所で見られています。教え込まれた知識

より、自分で苦労して生み出した発見や知識のほうが将来にわたって有効であると言われていま

す。始業式に以下のような話をしましたので掲載します。

丹波篠山市立多紀小学校 令和５年９月２１日

学校だより

今年の学習発表会は、より教科等の内容に沿った

形で普段の学習の成果を発表する場として学年発表

を各教室で実施します。また児童一人一台使用して

いるタブレット（パソコン）も発達段階に応じて、

日々学習の目標を達成するための一つのツール（道

具）として活用している様子もご覧いただきます。

子どもたちの普段の学習の様子も想像しながらご覧

いただければ幸いです。金管バンドの「ありがとう

コンサート」のみ体育館で実施します。詳細は後日

配布します案内をご確認ください。

●日時 11月25日(土) 8:30～11:15

●場所 ・各学年の発表‥‥各教室

・ありがとうコンサート‥‥体育館

2日(月) 振替休業日

3日(火) 委員会活動

4日(水) ほほえみ学級校外学習

5日(木) ３年校外学習

9日(月) スポーツの日（祝日）

16日(月) 修学旅行(～17日)

23日(月) 児童会役員選挙

26日(木) オープンスクール(～27日)

学校運営協議会

夏の高校野球では神奈川の慶応高校が優勝しました。生徒自ら考える｢慶應高校野球部｣と

言われています。慶応高校の森林監督はこう言っています。「私が指導するにあたって、もっ

とも心がけているのは、選手の主体性を伸ばすことです。高校野球を通して人間性やその人

自身の価値を高めていかなければなりません。この重要な３年間を野球で勝つことだけに使

っては絶対にいけない。野球にしか通じない指導は、「俺の言う通りにやれ」という方法が大

半でしょうから、それはやはり指導者のエゴです。」と。つまり慶応高校の選手は、言われた

ことだけを何回も練習するのではなく、常に自分にとって何が必要かを考えて、練習や試合

に臨んでいるということです。

今は野球選手のことを言いましたが、スポーツ選手も、会社に勤める人も研究者も芸能人

も、いつも頭を働かせしっかり考えながら仕事に取り組んでいます。つまり、学習は子ども

の時だけではないのです。一生が学びです。みなさんも、いろいろな教科の中で興味を持っ

たことにさらに追求してもっと調べてみてください。学ぶことがもっともっと楽しくなると

思います。当たり前と思わずにいろいろなことに興味を持つことが大切です。「冬は寒いのに

なぜ夏は暑いのだろう」「１０たす１０はなぜ２０なんだろう」「多紀小学校はなぜ多紀小学

校というのだろう」など不思議に思ったことはいろいろな方法で調べてみるといいですね。

9月30日（土）運動会
地域の皆様と一緒に「多紀町音頭」 を

踊ります。どうぞお越しください


